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砺波市議会

出町中学校区（砺波市文化会館多目的ホール） 般若中学校区（般若農業構造改善センター）

庄西中学校区（砺波東部小学校ランチルーム） 庄川中学校区（庄川生涯学習センター）

２年ぶりに議会報告会を
４会場で開催しました！
２年ぶりに議会報告会を
４会場で開催しました！
２年ぶりに議会報告会を
４会場で開催しました！
２年ぶりに議会報告会を
４会場で開催しました！
11/12（金）

11/14（日）
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議会報告会を開催しました
　令和３年 11月 12日（金）・14日（日）の２日間、市内の４会場で「第３回議会報告会」を開催いたしました。
コロナ禍でもあり、開催時間を短くするとともに、参加人数を絞って行いました。また、今回初めての試
みとして、テーマを決めての意見交換会を行うとともに、日曜日の午後に開催してみました。
　意見交換会では、どの会場でも活発な意見があり、時間が足りないようでした。日曜日の午後は出にく
い方も多かったようですが、４か所合わせて 101 人の方にご参加いただき、市民の皆さんと有意義な意見
交換ができたと思っています。各会場での主な意見を紹介します。

市政に対するご意見は、今後、所管（担当）の常任委員会ごとに分類し、慎重に検討していきます。

般若中学校区　20人参加
11 月 12日（金）午後７時～８時
� 般若農業構造改善センター
・防災、災害時の氏名公表における考え方は。
・人口減少が激しい、庄東、庄川地域への対策は。
・若者に認知症を理解してもらうための講習会が必
要ではないか。
・デマンドタクシーや、市営バスなどの公共交通の
拡充は。
・空き家対策について。
・空き店舗、空き事務所の対策について。

庄川中学校区　19人参加
11 月 14日（日）午後２時～３時
� 庄川生涯学習センター
・「庄川」には古い歴史があり、庄川地区とは深い
繋がりがあるので、もっと庄川の水を活用した施
策をまちづくりの計画に取り入れると良い。
・中山間地などでのＩＣＴの活用が大切ではないか。
サテライトオフィスなどの整備も必要。
・観光を大きくとらえて、進めて欲しい。増山城か
ら庄川、庄川町庄の壇の城、庄川町隠尾の隠尾城
や井波までを結んだ構想を。

出町中学校区　47人参加
11 月 12日（金）午後７時～８時
� 砺波市文化会館多目的ホール
・まちづくりには、交流や活発な経済活動が無いと
いけない。砺波市には上場企業がないので、行政
と議会が一体となって対策すべき。

・南砺市では「まちづくり協議会」でまちづくりに
ついて協議しているが、砺波市では。

・議会でどのような議論が行われ、どのように市の
施策に反映させているか、議会としての対応を聞
きたい。

庄西中学校区　15人参加
11 月 14日（日）午後２時～３時
� 砺波東部小学校ランチルーム
・チューリップ公園のふわふわドームの雨天時の取
り扱いは。

・浸水区分の０．５～３ｍは幅がありすぎる。
・５Ｇ対応の確かな防災対策を。
・少子高齢化で地域の行事が出来なくなっているの
で、若者向けのイベント、獅子舞などの祭事に手
助けを。

令和３年度
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●11月定例会と第 6 回臨時会の概要●
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11月定例会開催

令和３年 11月砺波市議会定例会議案付託表
議案番号 件　　　名 付託委員会 議案番号 件　　　名 付託委員会

議　 案
第 63 号

令和３年度砺波市一般会計補正予算
（第７号）� （所管部分） 総務文教

常任委員会

議　 案
第 70 号

砺波市国民健康保険条例の一部改正
について

民生病院
常任委員会

議　 案
第 69 号

砺波市職員に給与に関する条例等の
一部改正について

議　 案
第 71 号 指定管理者の指定について

議　 案
第 63 号

令和３年度砺波市一般会計補正予算
（第７号）� （所管部分）

民生病院
常任委員会

議　 案
第 72 号 指定管理者の指定について

議　 案
第 64 号

令和３年度砺波市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号）

議　 案
第 63 号

令和３年度砺波市一般会計補正予算
（第７号）� （所管部分）

産業建設
常任委員会

議　 案
第 65 号

令和３年度砺波市後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第１号）

議　 案
第 66 号

令和３年度砺波市水道事業会計補正
予算（第１号）

議　 案
第 68 号

令和３年度砺波市病院事業会計補正
予算（第３号）

議　 案
第 67 号

令和３年度砺波市下水道事業会計補
正予算（第１号）

第６回臨時会（令和３年 10月６日）

議案第 62号
　令和 3年度砺波市一般会計補正予算（第６号）
　歳入・歳出　73,210 千円を追加補正

・中小企業等緊急支援事業費� 42,100 千円
・観光産業回復事業費� 12,400 千円
・感染予防対策費� 10,120 千円
・民間バス事業運行補助費� 5,710 千円
・給与費� 2,880 千円

全員賛成で可決

議場の様子

委員会での
　　採決の様子

情報の閲覧のため本会議・委員会での議員の情報通信端末機
の使用を始めました

当面は、議員個人のタブレットやスマートフォンなどを使用します

　11月定例会は11月29日から12月14日までの16日間の会期で開催されました。今定例会に提出
された議案は以下のとおりです。議案は各常任委員会に付託され、審査されました。審議結果は9ペー
ジのとおりです。各常任委員会での主な審査概要については、次ページから掲載します。
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〈
第
6
回
臨
時
会
〉

　
　

中
小
企
業
等
緊
急
支
援
事
業

費
の
内
容
は

　
　

砺
波
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
協
力
金
に
つ
い
て

は
、
県
が
営
業
時
間
の
短
縮
要
請
に
協

力
い
た
だ
い
た
事
業
者
に
対
し
て
支
払

う
県
協
力
金
に
市
が
上
乗
せ
支
援
す
る
。

　
ま
た
、
飲
食
業
関
連
事
業
者
支
援
給

付
金
に
つ
い
て
は
、
県
の
時
短
要
請
に

協
力
し
た
飲
食
店
と
直
接
に
取
引
が
あ

る
事
業
者
及
び
運
転
代
行
者
に
対
し
、

県
給
付
金
に
上
乗
せ
、
ま
た
は
、
市
独

自
に
支
援
す
る
。

　
　
観
光
産
業
回
復
事
業
費
の
内

容
は

　
　

砺
波
市
旅
館
・
ホ
テ
ル
事
業
継
続

支
援
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊

客
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
り
、
経
営
が
厳

し
い
市
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
事
業
継

続
を
支
援
す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給

す
る
。

　
ま
た
、
砺
波
市
旅
行
事
業
者
支
援
給

付
金
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
等
に
よ
り
、
経
営

が
厳
し
い
旅
行
事
業
者
に
対
し
て
、
事

業
継
続
を
支
援
す
る
た
め
給
付
金
を
支

給
す
る
。

問答問答

〈
11
月
定
例
会
〉

　
　

３
月
の
剪
定
枝
無
料
回
収
の

実
施
設
定
に
至
っ
た
経
緯
は

　
　

令
和
３
年
３
月
の
「
雪
害
折
れ
枝

回
収
緊
急
対
策
事
業
」
及
び
11
月

の
「
秋
の
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
大
作
戦
」

に
お
い
て
、
利
用
者
か
ら
好
評
を
い
た

だ
き
事
業
効
果
を
実
感
し
た
こ
と
や
ス

ギ
等
の
常
緑
針
葉
樹
の
剪
定
適
期
を
迎

え
、
屋
敷
林
所
有
者
の
維
持
管
理
の
負

担
軽
減
を
図

る
た
め
、
引

き
続
き
、
本

年
度
第
２
弾

と
し
て
剪
定

枝
の
無
料
回

収
を
令
和
４

年
３
月
に
実

施
す
る
。

　
　
今
後
の
剪
定
枝
無
料
回
収
事

業
の
継
続
は

　
　

多
様
な
屋
敷
林
管
理
へ
の
支
援
策

と
と
も
に
、
今
後
と
も
継
続
し
て

実
施
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、
昨
年

11
月
の
「
秋
の
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
大

作
戦
」、
３
月
の
「
春
の
剪
定
枝
リ
サ

イ
ク
ル
大
作
戦
」
実
施
に
よ
り
、
概
ね

１
年
間
の
持
込
み
量
が
把
握
で
き
る
こ

問答問答

と
か
ら
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
施
策
を
構
築
し
た
い
。

　
　

第
71
回
と
な
み
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
フ
ェ
ア
の
首
都
圏
等
へ
の

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
組
み
は

　
　

年
明
け
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ

ア
直
前
ま
で
に
は
、
コ
ロ
ナ
の
感

染
状
況
に
配
慮
し
な
が
ら
、
首
都
圏
、

中
京
圏
、
関
西
圏
の
テ
レ
ビ
局
や
新
聞

社
な
ど
に
出
向
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
予

定
し
て
お
り
、
首
都
圏
へ
は
３
月
上
旬

に
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
に
考
慮
す
る
と

パ
ン
フ
レ
ツ
ト
等
の
配
布
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
や
首

都
圏
の
主
要
駅
で
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ

ー
ジ
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て
い
る
。

　
　

今
後
の
農
業
公
社
の
あ
り
方
に

関
連
し
て
、
球
根
専
用
機
械
の

貸
出
事
業
の
継
続
は

　
　

農
業
公
社
の
事
業
で
あ
る
農
地
利

用
集
積
円
滑
化
事
業
が
法
律
の
改

正
に
よ
り
農
地
中
間
管
理
事
業
へ
一
括

承
継
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業

は
、
本
公
社
の
事
業
量
の
半
分
以
上
を

占
め
て
お
り
、
経
常
収
益
が
大
き
く
減

収
す
る
こ
と
か
ら
、
農
業
公
社
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
中
で
も
、
球
根
専
用
機
械
の
貸

出
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
所
有
し

問答問答

て
い
る
機
械
の
ほ
と
ん
ど
が
、
購
入
か

ら
20
年
以
上
経
過
し
て
、
老
朽
化
し
修

理
も
難
し
い
状
況
で
、
使
用
可
能
な
機

械
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
市
球
根
組
合
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
市
球
根
組
合
か

ら
は
、
球
根
専
用
機
械
の
利
用
調
整
や

精
算
な
ど
事
務
を
担
う
人
材
の
確
保
が

難
し
い
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
今
後
ど

の
よ
う
に
す
る
の
が
ベ
ス
ト
な
の
か
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
10
月
６
日（
水
）第
6
回
臨
時
会

12
月
８
日（
水
）11
月
定
例
会

委員会で審査した議案
第６回臨時会
　令和３年度砺波市一般会計補正予算（第６号）所管部分
11 月定例会
　令和３年度砺波市一般会計補正予算（第７号）所管部分
　令和３年度砺波市水道事業会計補正予算（第 1号）
　令和３年度砺波市下水道事業会計補正予算（第 1号）
その他主な質疑内容〈11月定例会〉
　○企業誘致施策　　○市内観光業への支援　　○屋敷林保全対策
　○生産調整（転作）予定　　○融雪装置の点検　　○有害鳥獣対策
　○豚熱・鳥インフルエンザの予防対策

「秋の剪定枝リサイクル大作戦」

常任委員会の審議概要
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〈
第
6
回
臨
時
会
〉

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
事
業
の
内
容
は

　
　

11
月
末
ま
で
の
接
種
完
了
に
向
け

た
、
未
接
種
者
に
対
す
る
勧
奨
案

内
に
要
す
る
経
費
や
集
団
接
種
会
場
の

業
務
委
託
費
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
委
託

費
等
の
経
費
で
、
そ
の
財
源
に
は
全
額

国
庫
補
助
金
を
充
て
る
。

〈
11
月
定
例
会
〉

　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
等
交

付
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
は

　
　

年
明
け
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

12
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
。

交
付
は
コ
ン
ビ
ニ
の
ほ
か
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
や
大
型
商
業
施
設
等
で
も
行
え

る
よ
う
に
す
る
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

つ
メ
リ
ッ
ト
が
増
え
る
こ
と

を
周
知
し
、
更
な
る
カ
ー
ド
の
普

及
を
進
め
て
ほ
し
い

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
は
、
カ
ー

ド
の
申
請
に
対
し
不
安
が
あ
る
の

で
、
各
地
域
に
出
向
い
て
、
丁
寧

な
説
明
を
行
い
発
行
手
続
き
を
進

め
て
ほ
し
い

　
　

中
学
校
区
単
位
で
の
説
明
会
を
考

え
て
い
る
。
各
地
区
自
治
振
興
会

と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

　
　

砺
波
医
療
圏
急
患
セ
ン
タ
ー
の

運
営
費
と
し
て
、
基
金
や
予
備

費
を
組
む
と
良
い
の
で
は
な
い
か

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
急
患
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
人
が
減
り
、
収
入
不
足
に

な
っ
た
た
め
、
市
町
村
負
担
金
を
補
正

す
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
予
算
内
で
運
営
で
き

て
い
る
の
で
、
基
金
等
を
積
み
立
て
る

必
要
は
な
い
。

　
　

病
院
経
営
の
健
全
化
に
は
医

師
の
確
保
が
大
事
で
あ
る
が
、

総
合
病
院
の
医
師
数
は
こ
こ
数
年

順
調
に
増
え
て
い
る
。
今
年
度
の

研
修
医
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
１
０
０

％
の
６
人
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
研

修
医
を
し
っ
か
り
育
て
て
ほ
し
い

　
　

医
師
の
確
保
の
た
め
に
一
番
大
事

な
の
は
、
研
修
医
を
集
め
る
こ
と

で
あ
る
。
今
年
６
人
も
集
ま
っ
て
き
て

く
れ
た
こ
と
は
非
常
に
よ
い
こ
と
で
あ

る
。
富
山
県
の
大
き
な
課
題
は
、
初
期

研
修
医
が
あ
る
程
度
来
て
も
専
攻
医
が

少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
専
攻
医
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
初
期
研
修
医
を

確
保
し
て
富
山
大
学
や
金
沢
大
学
等
の

専
攻
医
に
な
る
よ
う
に
誘
導
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
現
在
は
う
ま
く

い
っ
て
い
る
の
で
、
医
師
数
の
確
保
が

で
き
て
い
る
。

問答問答

委
員
会
現
地
視
察

　
委
員
会
で
は
10
月
27
日
に
学
校
就

学
中
の
障
が
い
児
に
対
し
、
放
課
後

や
夏
休
み
等
に
お
い
て
、
生
活
能
力

向
上
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
使
っ
て
の
学
習
支
援
や
運

動
・
音
楽
療
育
等
の
発
達
支
援
を
行

っ
て
い
る
、
障
害
児
通
所
支
援
施
設

（
オ
ン
ラ
イ
ン
砺
波
）
を
視
察
し
ま

し
た
。

要
望
書
案
件
を

�

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

高
山
市
荘し
ょ
う

川か
わ

町ち
ょ
う

六む

厩ま
や

地
区
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
建
設
に
反
対
す
る
要
望
が

３
件
提
出
さ
れ
た
。

　

従
来
で
あ
れ
ば
、
要
望
書
の
取
扱
い
は

報
告
の
み
で
あ
る
が
、
庄
川
上
流
の
六
厩

川
で
の
、
大
規
模
な
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
計
画
で
あ
り
、
庄
川
で
生
計
を
立

て
て
い
る
人
々
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
委
員

か
ら
意
見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
近
隣
市
と

の
連
携
が
必
要
と
の
見
地
か
ら
、
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

施設内見学 管理者による説明

委員会で審査した議案
第６回臨時会
　令和３年度砺波市一般会計補正予算（第６号）所管部分
11 月定例会
　令和３年度砺波市一般会計補正予算（第７号）所管部分
　令和３年度砺波市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　令和３年度砺波市後期高齢者医療事業特別会計（第１号）
　令和３年度砺波市病院事業会計補正予算（第 3号）
　砺波市国民健康保険条例の一部改正について
　指定管理者の指定について
　指定管理者の指定について

民
生
病
院
常
任
委
員
会
10
月
６
日（
水
）第
6
回
臨
時
会

12
月
９
日（
木
）11
月
定
例
会



●常任委員会の審議概要●	 　 11月定例会

2022.1  市議会だより 6

委員会で審査した議案
第６回臨時会
　令和３年度砺波市一般会計補正予算（第６号）所管部分
11 月定例会
　令和３年度砺波市一般会計補正予算（第７号）所管部分
　砺波市職員の給与に関する条例等の一部改正について

　要望書（１件）
　　砺波市野球場スコアボードの改修について
　　提出者：砺波市野球連盟会長　大石　昭夫氏

〈
11
月
定
例
会
〉　
　
先
議

　
　

砺
波
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正
内
容

は
　
　

人
事
院
勧
告
は
、
官
民
の
格
差
を

是
正
す
る
目
的
で
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
は
、
経
済
対
策
を
理
由
と
し
て
、

勧
告
を
６
月
に
先
送
り
の
対
応
と
さ
れ

た
が
、
本
市
で
は
、
市
職
員
や
議
員
の

ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
月
数
の
引
き
下
げ
を

据
え
置
く
と
い
う
の
は
、
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
や
定
年
退
職
な
ど
、

６
月
前
に
退
職
す
る
職
員
と
在
職
す
る

職
員
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
人

事
院
勧
告
ど
お
り
の
対
応
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

〈
11
月
定
例
会
〉

　
　

新
生
児
出
産
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
内
容
は

　
　

砺
波
市
独
自
の
少
子
化
対
策
子
育

て
支
援「
と
な
み
っ
子
応
援
基
金
」

を
活
用
し
、
新
生
児
が
出
生
し
た
と
き

に
サ
ポ
ー
ト
金
を
支
給
す
る
も
の
。

　
寄
付
者
の
意
向
を
尊
重
し
、
新
年
度

で
の
事
業
化
に
先
駆
け
て
、
補
正
予
算

を
計
上
す
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
の

誕
生
を
機
に
出
生
か
ら
子
育
て
に
必
要

問答問答

な
費
用
等
の
支
援
を
行
い
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
へ
の
支

援
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

　
　

m
ini 2

と

み
に
み
に

な
み
ー
て
ぃ
ん
ぐ

開
催
内
容
は

　
　
「
と
な
み
っ
子
応
援
基
金
」
を
活

用
し
た
、
効
果
的
な
子
育
て
支
援

事
業
の
実
施
を
は
じ
め
、
本
市
の
子
育

て
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
保
護
者
な
ど

か
ら
様
々
な
ご
意
見
や
ニ
ー
ズ
等
を
お

伺
い
す
る
も
の
。

　
参
加
者
は
公
募
と
し
、
多
く
の
若
い

方
々
の
ご
意
見
を
広
く
聴
き
た
い
。

　
　

保
育
施
設
整
備
事
業
の
内
容

は

　
　

庄
川
地
域
保
育
施
設
の
用
地
造
成

に
お
い
て
、
新
規
に
防
火
水
槽
が

必
要
に
な
っ
た
こ
と
や
、
敷
地
の
雨
水

排
水
の
調
整
池
を
埋
設
す
る
必
要
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算
に
計
上
し

て
い
な
か
っ
た
造
成
費
を
計
上
す
る
。

　
　

生
活
路
線
運
行
費
補
助
の
内

容
は

　
　

高
速
バ
ス
「
砺
波
・
城
端
線
」
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
、
外
出
自
粛
や

問答問答問答

在
宅
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
働
き
方
改
革
の

進
行
な
ど
に
よ
り
、
乗
車
人
員
が
著
し

く
減
少
し
て
い
る
。
燃
料
費
の
高
騰
な

ど
、
経
営
収
支
に
欠
損
額
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
り
、
砺
波
市
生
活
路
線
運
行
費

補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
事
業
者

へ
補
助
を
行
う
。

　

な
お
、
こ
の
高
速
バ
ス
「
砺
波
・
城

端
線
」
の
バ
ス
停
が
設
置
さ
れ
て
い
る

南
砺
市
及
び
富
山
市
に
お
い
て
も
同
様

な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

図
書
購
入
費
の
内
容
は

　
　

篤と
く

志し

家か

か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
り
、

読
み
聞
か
せ
に
使
用
で
き
る
大
型

絵
本
を
購
入
す
る
も
の
で
、
視
覚
障
が

い
者
へ
の
対
応
も
今
後
図
り
、
必
要
に

応
じ
た
図
書
購
入
に
努
め
る
。

問答

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備

品
整
備
費
の
内
訳
は

　
　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
等

の
整
備
に
対
す
る
助
成
事
業
で
あ
り
、

対
象
と
な
る
団
体
は
、「
中
野
第
８
区

自
治
会
」、「
秋
元
自
治
会
」、「
安
川
自

治
委
員
会
」
の
３
団
体
で
あ
る
。

問答

大型絵本の読み聞かせ

10
月
6
日（
水
）第
6
回
臨
時
会

11
月
29
日（
月
）

12
月
10
日（
金
）11
月
定
例
会
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財
政
構
造
の
弾
力
化
を
示
す

経
常
収
支
比
率
が
88
・
６
％
と

前
年
に
比
べ
1.8
％
増
加
し
て
い
る

要
因
と
今
後
の
見
込
み
に
つ
い
て

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
人
件
費
と
除

排
雪
費
の
増
加
に
よ
り
、
増
え
た
も
の

で
、
令
和
３
年
度
決
算
も
増
加
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
し
か
し
、
数
値
は
県
内
で
も
３
番
目

に
低
く
、
財
政
の
硬
直
化
は
問
題
な
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
休
業
支

援
金
の
支
給
状
況
と
今
後
の

支
援
に
つ
い
て

　
　

中
小
企
業
等
緊
急
支
援
事
業
費
の

う
ち
、
市
が
独
自
で
支
援
を
行
っ

た
営
業
時
間
の
短
縮
に
係
る
協
力
金
事

業
補
助
金
は
55
件
、
休
業
要
請
の
延
長

に
係
る
補
助
金
は
41
件
で
、
飲
食
店
等

の
方
々
か
ら
市
の
上
乗
せ
支
援
に
つ
い

て
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
商
工
団

問答問答

体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
対
応
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　

病
院
事
業
会
計
に
お
い
て
、

経
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め

の
収
益
の
向
上
と
患
者
数
の
増
加

対
策
に
つ
い
て

　
　

収
益
向
上
に
向
け
て
は
、
令
和
２

年
度
に
新
設
し
た「
総
合
企
画
室
」

を
中
心
に
、
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ

る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
数
）
に

よ
る
経
営
管
理
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

取
組
の
成
果
と
し
て
、
患
者
数
の
減
少

は
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
15
項
目

中
７
項
目
で
目
標
を
達
成
し
、
総
額
で

１
０
０
０
万
円
の
診
療
報
酬
の
増
収
に

繋
が
っ
た
も
の
と
試
算
し
て
い
る
。

　
患
者
数
を
増
や
す
取
組
と
し
て
、
地

域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
と
機
能
分
化

を
進
め
て
新
規
入
院
患
者
を
増
や
し
た

い
。

　
　

財
政
調
整
基
金
の
適
正
規
模

を
ど
う
考
え
る
か

　
　

標
準
財
政
規
模
の
大
体
20
％
ぐ
ら

い
あ
れ
ば
安
定
し
た
運
営
が
出
来

る
と
考
え
て
い
る
。
災
害
が
起
き
た
時

に
す
ぐ
に
使
え
る
基
金
と
し
て
財
政
調

整
基
金
に
積
ん
で
お
き
た
い
。

問答問答

◎
新
発
田
市
（
新
潟
県
）

　

農
産
物
（
米
、
越
後
姫
（
い
ち
ご
）、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
新
発
田
牛
）
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
推
進
し
、
地
域
特
産
品
の
生

産
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

◎
田
上
町
（
新
潟
県
）

　
円
形
平
面
交
差
点
は
、
信
号
機
が
な

く
待
ち
時
間
の
減
少
や
交
通
事
故
の
抑

制
等
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
町
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
も
な
っ
て
い
る
。

◎
燕
市
（
新
潟
県
）

　
金
属
加
工
の
地
場
産
品
が
主
要
産
業

で
、
市
内
に
「
工
場
適
地
」
と
し
て
、

立
地
が
適
正
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
指

定
し
、
優
遇
措
置
を
設
け
て
い
る
。

◎
魚
沼
市
（
新
潟
県
）

　

中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
振
興
策
と

し
て
、
高
収
益
作
物（
園
芸
作
物
）を
推

進
し
、
作
付
け
拡
大
な
ど
に
よ
り
安
定

的
な
供
給
量
を
確
保
し
て
い
る
。

決算審査
ここをチェック

産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察
11
月
9
日
〜
11
日

決
算
特
別
委
員
会

円形平面交差点（ラウンドアバウト）

ユリ栽培ハウス

大規模農業経営体のハウス

燕市産業史料館

９
月
16
日
～
22
日
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こ
れ
ま
で
の
委
員
会
の

　
　
　
　
　
活
動
に
つ
い
て

　
10
月
12
日（
火
）、
地
区
振
興
会
協
議

会
役
員
の
方
々
と
意
見
交
換
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
役
員
の
方
々
か
ら
は
、
現
在
、
砺
波

市
が
行
っ
て
い
る
各
種
の
取
組
を「
是
」

と
す
る
一
方
で
、
屋
敷
林
維
持
に
つ
い

て
の
課
題
の

ひ
と
つ
で
あ

る
負
担
の
大

き
さ
や
、
維

持
管
理
の
負

担
軽
減
を
求

め
る
意
見
が

多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
18
日（
木
）、
先
進
的
取

組
を
行
っ
て
い
る
新
潟
県
燕
市
へ
視
察

に
行
き
ま
し
た
。

　
燕
市
で
は
、
市
内
で
回
収
さ
れ
た
剪

定
枝
や
刈
草
等
を
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と

し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
２
０
０

４
年
か
ら
「
せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
」
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
砺
波
市
と
は
排
出
さ
れ
る
剪
定
枝
の

量
に
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、

実
際
に
稼
働
し
て
い
る
施
設
は
、
大
い

に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
議
会

基
本
条
例
制
定
の
背
景
に
あ
る
「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
」
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
方
向
性
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
議
員
全
員
が
支
給
さ
れ
た
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
用
い
る
「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

会
議
シ
ス
テ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
費
用
対
効
果
も
あ
り
必
ず

し
も
貸
与
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
の

導
入
が
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
必
要
条
件
で

は
な
い
と
の
考
え
方
か
ら
、
当
面
は
議

員
個
人
の
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
情
報
端
末
機
に
グ
ル

ー
プ
ウ
ェ
ア
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
運
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

　
砺
波
市
で
は
、
第
２
期
と※

や
ま
呉
西

圏
域
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
呉

西
地
区
６
市
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
推

進
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
当
初
か
ら
砺
波
市
の
現

状
を
含
め
、
基
礎
的
な
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
委
員
間

討
議
を
行
い
、
将
来
の
砺
波
市
に
と
っ

て
何
が
ベ
ス
ト
な
の
か
を
結
論
づ
け
、

年
度
末
に
は
本
特
別
委
員
会
か
ら
当
局

へ
提
言
を
行
い
、
本
委
員
会
に
課
せ
ら

れ
ま
し
た
目
的
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
導
入

　
業
務
の
効
率
化
を
目
的
に
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
11
月
24
日

か
ら
本
格
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

　
主
な
機
能
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
会
日
程
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の

電
子
化

・
共
有
メ
ー
ル

・
会
議
室
予
約
の
電
子
化

・
各
種
案
内
文
の
電
子
化

・
本
会
議
、
委
員
会
、
全
員
協
議
会
な

ど
資
料
の
電
子
化

・
各
種
基
本
計
画
、
議
会
へ
の
情
報
提

供
資
料
の
電
子
化

議
会
の
会
議
で
の

　
　
　
機
器
使
用
を
可
能
に

　
端
末
機
を
議
場
や
委
員
会
室
で
行
わ

れ
る
会
議
に
お
い
て
使
用
す
る
条
件
と

し
て
、
必
要
事
項
を
定
め
た
「
砺
波
市

議
会
情
報
端
末
機
使
用
基
準
」、「
砺
波

市
議
会
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
運
用
基
準
」

を
制
定
。
ま
た
、
端
末
機
の
使
用
に
際

し
て
は
議
長
宛
て
に
申
請
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

景
観
保
全
対
策
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

※
と
や
ま
呉
西
圏
域
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン

　

呉
西
地
区
６
市
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
・

特
性
を
活
か
し
、
圏
域
全
体
の
経
済
成
長
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
、
中
長
期
的

な
「
圏
域
の
将
来
像
」
を
示
す
戦
略
と
し
て
策

定
す
る
も
の
。

振興会協議会役員との意見交換会

燕市「せん定枝リサイクルセンター」
稼働状況視察



●賛否公開●

討論
　討論は、表決の前に議題になっている案件に対し、賛成か反対かの
自己の意見を表明することをいいます。
　11月定例会での討論内容について、その概要を掲載します。

市議会だより  2022.19

賛否
公開

　砺波市議会では、議会改革の一環として、議会活動に関する情報をより広
く市民の皆さんにお知らせしていきたいと考えています。
　その取組の一環として、定例会や臨時会で審議された全ての議案等につい
て、各議員の賛否を公表します。
※定例会や臨時会最終日の翌日に、市議会ホームページでも公表しています。

本会議における議員の賛否一覧� ○ ･･･ 賛成　　● ･･･ 反対　　議 ･･･ 議長（議長は採決に加わりません。）

番号 議案等の名称 審議
結果

境
佐
余
子

林　

教
子

向
井
幹
雄

神
島
利
明

小
西
十
四
一

開
田
哲
弘

境　

欣
吾

山
本
篤
史

有
若　

隆

山
田
順
子

雨
池
弘
之

川
辺
一
彦

山
本
善
郎

島
崎
清
孝

川
岸　

勇

大
楠
匡
子

今
藤
久
之

山
森
文
夫

令和３年第６回臨時会（10月６日）【市長提出議案】
議案第62号令和３年度砺波市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年11月定例会（11月29日～12月14日）【市長提出議案等】
議案第57号 令和２年度砺波市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第58号 令和２年度砺波市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第１号 令和２年度砺波市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第２号 令和２年度砺波市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第３号 令和２年度砺波市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第４号 令和２年度砺波市霊苑事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第５号 令和２年度砺波市水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第６号 令和２年度砺波市工業用水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第７号 令和２年度砺波市下水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第８号 令和２年度砺波市病院事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第63号 令和３年度砺波市一般会計補正予算（第７号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第64号 令和３年度砺波市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第65号 令和３年度砺波市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第66号 令和３年度砺波市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第67号 令和３年度砺波市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第68号 令和３年度砺波市病院事業会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第69号 砺波市職員の給与に関する条例等の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第70号 砺波市国民健康保険条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第71号 指定管理者の指定について（砺波市福祉センター苗加苑、砺波市福祉センター北部苑） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第72号
指定管理者の指定について
（砺波市庄東デイサービスセンター、砺波市南部デイサービスセ
ンター、砺波市北部デイサービスセンター）　

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第73号 砺波市教育委員会委員の任命について（林克彦氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 63 号　令和３年度砺波市一般会計補正予算（第７号）について
＜マイナンバーカードによるコンビニ交付サービス導入事業＞
反対 境　欣吾 議員 賛成 今藤　久之 議員
　マイナンバーカードにより、コンビニ等で住民票等の証明書を交付
するにためのシステムを作るための予算が計上がしてあるが、監視社
会を導き個人情報を危険にさらすマイナンバー制度を促進しようとす
るものなので反対する。市民が頻繁に利用するとは考えられず１千万
円のランニングコストをかける事にも疑問。デジタル化の促進は、個
人情報を守るための、自分のデータを完全削除・消去、利用停止を求
める権利や、自分のどんな情報が集められているかを知り、不当に利
用されない権利など、情報の扱いを自分で決定する権利が確立されて
いる事が前提。

　今回の反対討論は、議案そのものに対する反対討論ではなく「マイ
ナンバー制度」に対する反対討論となってしまっており、議案にマイ
ナンバーと付くものはおしなべて反対という本来行うべき議論からは
乖離してしまっているものと考える。
　マイナンバー制度は、社会保障・税・災害対策の分野で情報の効率
化を図り、複数の機関で管理する個人情報を、適切に活用するもので
ある。
　マイナンバーカードにより、コンビニ等で住民票等の証明書を交付
するためのシステムを作るための予算であり、マイナンバーカードの
利便性を更に高めるものであり賛成する。


